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変 え る ！ 高 め る ！ つ な げ る ！ 高 知 の 未 来 を 創 る 授業づくり講座レポート！！

「授業づくり講座」のレポートは

HPでもチェックできます！

その他のレポートも多数掲載！

「高知の授業の未来を創る推進プロジェクトにおける『算数科・数学科 授業づくり講座』」では，学習指

導要領の趣旨を踏まえた，授業づくりの在り方を学ぶため，拠点校を会場に教材研究会と授業研究会を

セットにして実施しています。今回は，横浜新町小学校を会場とする第１回【教材研究会】（10月23日実施）

第２回【授業研究会】（11月22日実施）での学びの様子を合わせて紹介します。

第1・2回授業づくり講座 拠点校：高知市立横浜新町小学校第４学年 「倍の見方」（全４時間）

～単元を通して重視した数学的活動～
◆図や数直線を用いて考察し，見いだした結果を根拠として問
題解決したことを，数学的に表現し伝え合う場の設定。
◆よりよく問題解決できたことを実感させる場の設定。
◆自分の考えや集団の考えを広げたり，深めたりすることができ
るような対話的な学びの場の設定。

C 変化と関係 「倍の見方」

二つの数量の関係と別の数量の関係を比べるとは，A,Bという二つの数量の関係と，C,Dという二つの数量関係どうしを比べること

である。ここで比べ方には，大きく分けて差を用いる場合と，割合を用いる場合が考えられる。子供たちがこの比べ方をどのように

判断していくのかについて具体的なご指導をしていただきました。

国立教育政策研究所 教育課程調査官・学力調査官 笠井 健一 先生

C変化と関係⑵簡単な場合につい
ての割合が２，３，４などの整数で表さ
れる簡単な場合について，ある二つの
数量の関係と別の二つの数量の関係
とを比べる場合に割合を用いる場合
があることを知り，図や式などを用いて，
二つの数量の関係どうしの比べ方を
考察する力を伸ばすことをねらいとし
ている。
また，二つの数量の関係に着目す
ることで，数量の大きさに対する
感覚をより豊かにすることも大切
である。

学習指導要領

令和５年度全国学力・学習状況調査の，C
変化と関係領域で出題された「示された基準
量と比較量から，割合が30％になるものを選
ぶ」設問で，全国正答率を下回った。分析をし
た結果，100人を基準としたときの比較量は捉
えることができているが，30人を基準量とした
ときに比較量がどうなるかを考察することに課
題があった。
その課題を受け，４年生単元「倍の見方」で

基準量，比較量，何倍にあたるという割合の見
方，関係性等を課題を解決するための図や数
直線，式等を用いて数学的な見方・考え方を
育んでいきたいと考えた。

全国学力・学習状況調査より

◆図や式などを用いて，二つの数量の関係どうしの比べ
方を考察する力を伸ばすため。
◆二つの数量の関係に着目することで，数量の大きさに
対する感覚をより豊かにするため。
◆図や式から数量の関係の特徴を読み取って問題を解
決していくことを通して，児童が日常生活の中から，割
合の関係にある事柄を見付けだそうとする態度を育成
するため。

なぜ倍の見方を学ぶのか

・「強力ゴム」と「パジャマゴム」等，２種類のゴムを伸ばしながら，「Bの

方が，ビューっと伸びる。グーンと伸びる。」という表現や，動作などから

「よく伸びる」ということはどういうことなのかを実感させることが必要。

・30㎝に切ったゴムAと，15㎝に切ったゴムBを比べる際，「30㎝に切った方

が結果的に長くなるから」と捉えられないように，ゴムの伸び方，素材その

ものに着目させてくことが大事。

笠井調査官より

同じで変わらないと思います。

年齢の差が変わらないから，差は変わらない。

差を用いる場合

Aは３倍，Bは２倍離れているよ。どう
して同じなの？何が変わらないの？
この関係はどういうこと？

Aの姉妹とBの姉妹の関係という二つの
数量の関係どうしを差で見て比べている。
（年齢は，比例では考えられない）

A姉妹の姉は３歳，妹は１歳。B姉妹の
姉は４歳， 妹は２歳，どちらの方が年齢
差がありますか。

子どものキリン180をもとにして
１とみるといいんじゃないかな。

もとにする大きさが分からないか
ら，もとにする大きさを□㎏とみ
て，□×６＝72と考えてみたよ。

割合を用いる場合

この時点では，まだ，「きっとそうなるだろう。」と感覚的に考えている。（類推）
２倍の時は２倍と分かるけれど，場面が変わった時に，３倍の時も，なぜ，３倍になるの
かという考えを表出させることが大事。

ゴムAは同じものだから，もとの長さが変わっても，同じように伸びるはず。もとの
長さが５㎝の時は，10㎝に伸び,また，もとの長さが10㎝の時は20㎝伸びた。このこと
からどちらも２倍に伸びたと言える。だから，ゴムの伸び方は，変わらない。

もとの長さ5㎝が10㎝まで伸びるということは，１０㎝が20㎝まで伸び，100㎝が
200㎝まで伸びるということである。「もとの長さ」と「伸びた長さ」の間の割合
がいつでも変わらないというゴムの性質があるから，どこでも同じように
伸びると表現できることがポイント。

なぜ，30㎝になるの？

「簡単な場合についての割合」は，現行の学
習指導要領で新たに４年生に設けられた学習内
容である。これまでに，割合の見方につながる
学習として，２年生のかけ算，３年生の分数な
ど，「もとにする量の何倍」という割合の見方
の基礎を学んできており，日常生活の中でも，
何倍，何割，何パーセントという割合に関する
言葉を使って表現している。しかし，算数の授
業では，何倍という表現方法を単に「大きい数
÷小さい数」という除法を形式的に立式したり，
「倍」の学習は，小さい数を基準として，大き
い数を比較したりするという課題がある。

単元の課題

具体的な代案を示して
いただきました。

・二つの数量の関係どうしを割合でみて比べる際は，二つの数量の間に比例
関係があることを前提としている。割合では個々の数量そのものではな
く，比例関係にある異なる数量を全て含めて同じ関係としてみている点が，

割合の特徴である。

割合指導のポイント

※ 参加の先生方にゴムを配付していただき，実際にゴムA,Bを伸ばして「よく伸
びる」を確かめる場面を体験しました。

２倍伸び
ている

ゴムBは，もとの長さ５㎝から，伸ばしてみ
ると15㎝になり，10㎝の時は，30㎝にな
るということは，どちらも３倍に伸びている
ということが言える。もとの長さが違っても
３倍の伸び方は変わらない。

数学的な見方・考え方を働かせた子供の姿
ゴールに期待する子供の姿



第1・2回授業づくり講座 拠点校：高知市立横浜新町小学校

単元の流れ

【参会者の感想】
・初めて参加をしたが，先生が子供の発言や行動の様子を見取って，一人ひとり価値付け，評価していたところがすばらしかった。児童に付けたい力を付けるため
に，本時だけで力を付けようとせず，単元全体を通して指導を行っていくという単元構想がとても重要だと感じた。
・学習指導要領と教材との整合性をもたせるために内容を深く理解することが必要であると気付いた。また，どこに着目させ，どんな見方・考え方を働かせるかと
いうつながりの大切さを学んだ，
・領域の６年間の系統性を意識して，指導の流れを構成すること，既習から未習の本時課題につなぐ手立てをもっておくこと，本時で期待する児童の姿をA，Ｂ，Ｃ評
価として具体的に授業者がもっておくこと。これらが指導と評価の一体化につながると分かった。

学力向上統括スーパーバイザー 土居 英一 先生

①「倍の見方」の学習を通して単元の系統性を考える
３年生で，「何倍かを求めるときはわり算を使う」等，三用法を学ぶ。４年生では，「〇〇を１とみたとき」という見方・考え方に着目
し，倍の見方を学ぶ。ここまでは，もとにする量が変わらなかったが，５年生では，もとにする量が変わり，表現の仕方，何倍かを表す方
法が変わることを学ぶ。このように倍の見方はスパイラルに出てくるので，倍の見方が拡張されるに従って系統性を押さえることが大事。
また，３年「倍の計算」,４年「倍の見方」,５年「小数の倍」の違いを意識して授業をすることが大事。

②子供は，二つの数量の間に比例関係があることを意識できていたか
ゴムが２倍になると，伸ばした長さも２倍になるという比例の関係が前
提にあることに子供たちが気付き，意識していたかが大事。例えば「30㎝
のゴムが60㎝まで伸び，90㎝のゴムが180㎝まで伸びるということが，二
つの数量の関係に比例の関係があるということ。」このことが分かってい
ないと授業が成立しない。子供に「伸びる前と伸びた後」の変化を聞くと
30㎝となるが，この伸び方を「同じと言っていい？」と問うことで，もと
の長さが違うから差ではない他の考察方法を考え始めていく。

③どんな説明を期待するのか
学習指導案の評価で，ノートを見る，表現を判断するとあるが，「子供がどん
な表現をするのか，どんな表現を期待するのか，どんな表現をしてほしいのか」
を具体的に評価（ A，Ｂ，Ｃ評価に分けて）を想定することが大事。「こんな表現を
してほしい」と授業者がもつことで，そこに届いていない子供には，何を直せば
よいのか指導することができる。また，A評価の子供には，よいところを評価でき
る。授業者が何を求めているのか具体的に書き，そこに行きついていなかったら，
どのような手立てができるのか考えたり，評価をしたりしていくことが必要。

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，資質・能力の育成を

図ることができる授業展開となっていたか。

〈本時の目標：差による比較のほかに，倍を使っても比較できることを理解する。本時４／４〉
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もとにする子供のクジラが，
３mを１とみたとき，15mにあ
たる。

５倍の意味を捉
え直す

•第一用法

比較量を求める方
法を考える

•第二用法

基準量を求める方法
を考える

・第三用法

二つの数量の関係と別
の数量を比較

・簡単な場合について

の割合

濱田 瑞萌 先生

ゴムAは30を１とみたとき，60
は２にあたる。


